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　Employing the small dismemblator, we continued

rice. The following results were obtained.

tests of reiterative size-reduction of unpolished

　(1) It seems that the rice powder, which is crushed bｙ･this instrument; is distributed following

the Log-Normal Distribution Law.

　(2) The screen of the dismembrator serves more chances of reduction to the rest of products in the

casej as well as it decides the size of the products.

　(3) Though the ｓ。lping of powder, which is already crushed to the size smaller than 500 micron,

does not greatly save the needed power, it makes the specificsurface of products larger.

　(4) The products, one which passed through the screen with the hole of following diameter and

the other which were crushed the following times, are isometric.

On the view of specificsurface

parcentage of smaller

particlediameter

diameter of screen hole

　　　　　3.0 mm
　　　　　1.4　/z

　　　　　3.0　/／

　　　　　1.4　/z

number of reiteration

　　　　　6- 7 times

　　　　10－11　//

　　　　　5- 6● /ｙ

　　　　　9－10　/ｚ・

　(5) In the case of practicalproduce of rice powder, it is more profitableto execute rough reduction

without any screen as the preliminary process.

緒 言

　粉砕という操作は昔の食品加工の大半を占めていたものであるが近世に到り，鉱工業,｡化学工業

の勃興と共にその必要性が高まり，機械工業の発達に助けられてその方法も多種多様となりつつあ

る。所で粉砕という操作の目的は一言にしていえば固体物質の流体への近接と固体表面の増加であ

り，これにより化学反応速度を増大し，時には固体物質の分類に資し，近代産業においては生産性

向上のための連続操作を可能にし，いわゆる固体物質の流動化，すなわち連続処理を可能にするた

めめものと考えられる。従って今後その作業量はますます増大の傾向にあり，各種の研究，報告か

行なわれている。しかしまだ粉砕機構そのものの解明は充分行なわれておらず一般的理論は確立さ

れていない。すなわち各種粉砕手段についてそれぞれの所要動力，粉砕能力，到達粒径および粒度

分布，等は実測によるか類似手段よりの類推によっている現状である。この解明の困難さはさらに

その手段の多いことと相倹って被砕物の大きさ，形状，物性等の多様性，根本に遡れば物質破壊の

＊　第28回農業機械学会総会講演会（昭和44年４月東京）にて講演．



　1ろ2　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第18巻　　農　　学　　第14号　　　　　　　　　　　一一一一一一－　　　－　　　　　　一

本源に迄到ることとなって，その度合をますます高め未だに暗中摸索の状態である。

　従って我々も２，３の特殊な方法を選び，被砕物としても極めて狭い範囲のものを取り上げて実

用上のDataを得つり

囲に使用され，且つ砕製物の粒度分布範囲の広いDismembratorを取り上げ，被砕物としても穀

粒，特に粒内構造の比較的均質と考えられる米粒を最初の対称に選んだ。

　この場合，比較的流量の小さく, Screenの存在する実用領域については一部既報（1’したが目開

きが小となると，通路の狭小を考慮に入れてもなお急激と考えられる所要動力の増大と可能供給流

鼠の減少の傾向が現れた。　衆知の如く　Dismembratorに装着されたScreenの機能は一方におい

てある大きさに制限された砕製物をうることであると同時にそれ以上の粒径の粒に再度粉砕の機会

を与えることであると思われる。従って　Dismembratorは粒体の繰返し粉砕と考えられ，本テー

マの追求を行なった。

　なお本報告および第一報においては若干追求不足の項目があるが本型式粉砕機によるDataは単

双曲線回転面を利用した粉砕機構との比較値として使用する目的でもあるため，不完全なものであ

る。ただDismembratorは，その構造が簡単で粉砕機構もー見極めて直截的であるためかなりの

大型なものから，極めて小型のものまで広く使用されているに拘らずその特性の報告されているも

のか少ないので不完全ながらその一部を報告するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　１．実　験　装　置

　（1）供試粉砕機

　本実験に使用した粉砕機はＦ社製万能粉砕機Dismembrator Ｕ－1 型で，本実験では，これを標

準仕様と一部条件を変えて使用した。第１図に粉砕部の概略を示す。

　なお小型Dismembratorの主要部は（1）本体（2）固定盤（3）回転盤（4）供給装置(5) Screen

の各部より成り立っているぶ

　i）本　休

　中空，鋳鉄製で上｡部に砕料ホッパーを有し回転盤を内蔵して，蓋には固定盤を固定できるように

なっていて，砕料を回転盤に導くと共に砕製物を一ヵ所に集め下部の排出口より採取袋に送り出す

ような構造になっている。

　ii）固定盤

　第２図に示すごとく，円盤蓋に　bolt留めされた内外２列の突起列よりなり，回転盤により，

Energyを与えられた砕料を衝突させ，粉砕する構造になっている。

　なお普通の固定盤は回転方向に対して外向きに18°の角度を持った突起を有するが改造の固定盤

は回転方向に対して内向きに18°のj4度を待った突起を有する。突起の詳細寸法を第２図および第

１表に示す。

　iii)回転盤

　第１図に示すごとく外，中，内の３円周上に各々４本の突起を持った円盤で原動機よりＡ型belt

2本を経て得た動力により砕料を粉砕すると共に砕料に円周方向の運勁Energyを与え，固定盤に

衝突させ粉砕を進めるものである。突起の詳細寸法を第１図および第２表に示す。

　なお外周突起は，中間突起，内周突起同様，粉砕作用も行なうが. Screenを通らず下部に堆積

した砕料を上｡にはね上｡げ，再び回転盤突起に当て，粉砕を進める役目もする。
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第２図｀閻　定盤

　第・　２　表

1ろろ

　iｖ）供給装置

　本体の上に取り付けられた高さ250mmのHopperが主体でこの下側面に縦４０ｍｍｘ幅25 mm

の矩形の供給ロを有し，供給ロはShutterによりO kg/min から約6 kg/min までの供給流量を

調整出来るようになっており，底面は，主軸Pulleyからbeltにより連結された偏心軸により横

方向に揺動し，砕料を供給樋を経て本体内に均一に供給する構造になっている。

　v) Screen

　第３図に示すごとく，幅35 mmの鋼帯に円形の穴を開け

た物を，直径188 mm のScreen取り付け枠に取り付けた

ものである。　Screenは本体と回転盤の間にはめ込み，固定

盤を取り付けてある本体の蓋により固定される。

　本実験において目開き3 mm, 1.4 mmの２種類のScreen

を用いたので次にScreenの開度

　　開度＝（穴の全面積/Screenの全面積）×100

を参考までにあげると次の通り。

㈲
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一

第３図　Screen

　Screen種類（ｍｍ）　　　　開度（％）

　　開放（・0　　　　　　　　100.00

　　　　3.0　　　　　　　　　　23.76

　　　　1.4　　　　　　　　　　15.90

　（2）原動機

　原動機としてＨ製作所製，３相誘導電動機Ｅ型標準４極Motor,電力１．５ KW, 回転数1730

ｒ°p°ｍを使用した。　　，

　なお所要動力は，本実験において電力計を使用したので電動機の電気入力と発生軸馬力の関ｲ系を
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動力計により求めた較正曲線（第４図に示す）により決

定した。

　（3）節装置

　i）飾　　　・

　節はＴ商事製標準節を使用し，節比，へ/一丁でその目

開きは2000μ, 1410μ，1000μ, 710μ, 500μ, 350μ，

250μ, 175μ, 125μ，88μ，の10種類と受皿を用いた。

　ii）振とう機

　振とう機はＮ科学工業製Ｒｏ－Ｔａｐ振とう機を使用

した。

S
I

Ｓ

I

ｊ

第４図

　動力（Ｗ）

正味動力換算図

　なお振とう機の上下打撃回数は毎分76回，偏心・軸回転数は304 ｒ･p･ｍ 振幅は30 mmとした。

　以上｡の筒と振とう機を用いて10分間筒分けを行なう。　７分間で筒分けは大体完了するが，余裕を

みて10分間筒分けをした。

　（3）計器類

　粉砕の行なわれている間に電力，電圧，電流，粉砕機主軸回転数を次に示す計器を用いて測定

し,｡消費動力を算出した。　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　，

　計．器　名

三相指示電力計

電圧計

電流計

回転計

製作所名

Ｓ製作所

Ｓ製作所

Ｓ製作所

Ｎ製作所

　備　考

DPW- ３型

JISC U02

JISC 1102

時計式回転計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．実　験　方　法

　（1）砕　料

　試料は，昭和42年度高知県産談林22号を使用し，含水率はKett分水計により, 12.5土Q:i96の

値を得た。また平均粒形として100粒平均寸法は，縦4.88 mmｘ横2.82 mmX厚さ2. 11 mmであ

る。

　（2）実験方法

　粉砕機主軸回転数を4750±50 ｒ･p･ｍ に保ち，固定盤は，普通，改造の２種類1 Screenの目開

きは，・・(Soreenなし), 3 mm, 1.4 mmの３種類を用い，固定盤と　Screenとを各々組合わ

せ，その全てについてNomal feed　とScalped feed の実験を６回繰り返し，合計72種類の試料

を得る。

　なおNomal feed　とは始めの粉砕で得た砕製物全体を次の粉砕の砕料として順次繰返し粉砕を

進めたものであり.. Scalped feed とは，始めの粉砕で得た砕製物の中より粒径500μ来満の粉体を

除去した物を次の粉砕の材料とする操作を順次繰返し粉砕を進めたものである。

　粉砕か行なわれている問に消費動力，電流，電圧，砕料の供給流量を測定する。動力は消費電力

計の値を用い，他の値は力率，その他のCheckに用いた。

　以上｡のようにして得た試料を前記の筒比，へ/Ｔの10段階の飾に｡入れＲｏ－Ｔａｐ振とう機にかけ

て10分間節分けし，それぞれの節上重量を感量１ｇの秤で測る。

　10段階に分けた粉体の重量を網上｡積算重量Percentに整理し，それぞれ対数確率紙にPlotして

80％粒径や比表面積を求める。



粉砕に関する若干の知見ス（2）　　　　　（宮地・黒田）

なおEnergyは有効消費電力と砕料の供給流量より算出した。

ろ 実験結果および考察

1ろ5

　（1）粉砕機所要勁力について

　前述の如く本実験においては粉砕機所要動力をｖ belt 2本掛け，電動機, Watt-meterと可成

り間接的に測定している。しかも本機の回転数は高いのでその測定値の信頼度を確める必要を感じ

た。そこで工業上，用いられ，各種粉砕機動力を比較的よく表わすといわれているBond･waneの

線図に本実験dataをplotした。これを第５図に示す。本線図は単位重量当りの所要energyを

粉砕比，砕製物80％粒径との関係を示したもので式　　　　　　。‥

で表わすと

　　Ｐｎ=Ｋ　R0.25/pO.5

但し　ｐ≪：所要エネルギー（�― hr/short. t)

　　　尺:80％　通過粒径による粉砕比

　　　？：砕製物の80％　通過飾目(inch)

　　　尺：常数（硬質材料に対し１，中硬質の場

　　　　　　合凭，軟質の場合14）

　同図において粗粉砕にあたるScreenなしの場合

のdataは全部gyratory crusherの領域にあり，

Screen　の有る場合は通常の　hammer･mill (Dis-

membratorと同系列の粉砕機）の範囲に治まって

いる。また２，３の例外はあるが常数尺の値として

は中硬質と軟質物質の中間にあり，この硬さとは粉

砕の難易度のことであると考えれば玄米の当然の性

質と考えられる。従って本測定値は大体信頼出来る

ものである。

　（2）砕製物の粒度分布について

　第１報（1）でも述べた如く本形式の粉砕機による

米粉はRosin-Rammlerの分布又は対数正規分布に

比較的近い。ただ前者とした場合でも２個の折線と

なるため比表而積の算出か困難である。これを１個

の直線とみなして算出は可能であるが折直線として

比表面積の算出出来る後者として取扱った方がより

正碓と考えて本報告の場合は対数正規分布とみな

す。
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第５図　Bond-Wangの動力計算図

Rosin-Rammler線図であらわした２～３の例を第６～８図に示す。なお，第８図の縦軸には途中

で除去した砕製物も加算した時の積算網上重量百分率で，ある粒径以下の米粉を得るという目的の

場合に便利な形式として示しているが，上述のよう･にこの場合何れも２～３個の折線とみなすべき

と考える。同じ砕製物，すなわち普通固定盤, Screenなしの場合のそれぞれnormal feed, scalped

feedを１～６回繰返したものおよび除去したものを加算した粒度分布を対数確率紙にPlotして第

9～10図に示す。 Rosin-Rammler 線図同様２～３個の折線とみなすが妥当と思われる形状となる。

　なお例えば，第９図においては繰返し回数を増すに従って（但し６【回迄】非直線忖が多少大とな
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大乱七¬１｀－

第６図　普通固定盤Screenな

　しN. feed (数字は繰返し回

　数）
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　普通固定盤Screen

S. feed (数字は繰
返し回数）
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第８図　普通固定盤Screenなし

　S. feed　部分除去量を加算した

　場合（数字は繰返し回数）

る傾向にIあり，実際にこの繰返しが行なわれていると考えられるScreenを入れた場合はかなり一

直線からずれる事が予測され，後述のような米粉の粒径により，その粉砕性に差違のあることが推

論される。
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第９図　普通固定盤Screenなし　N. feedの場合の対数確率紙による粒度分布

　　　　　　(数字は繰返し回数)
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　第11図　普通固定盤Screenなし　S. feed

部分除去量を加算した場合（数字は繰返し回数）

　(3)比表面積の算定

比表面積は粉砕本来の目的の一つである反応速度に最も関係の深い粉休の性質である。しかし実測

は殆んど不可能であり，諸種の方法が提案されている(2)。本報告においては前述の如く，粒度分布

を対数正規分布とみなし，藤野方式による２折線の比表面積算:定法によることとした。すなわち

　Ｘ：粒子径(ｍｍ)，Ｘ。,：５０％粒子径(ｍｍ)｡　log<r:幾何標準偏差の常用対数，£)：筒通過率

　'(く1), S：比表面積(Ｃ�/Ｃｍ８)，φ:形状係数(球の場合６)とすれば

f)゛゛゜ソ罫

!

log (T J

/ (log 14ﾂﾞJら゛゛)2しＯｏｇ
Ｊ)

であり，粒径Ｊ'以下の粉休の比表面は

　　　　心'丿万心゜フヨog<r
とて卜exp|-意胴元夕戸としﾄ(log

Ｊ)

である。しかるに

　　　　　　log a;=log X-2. 303 log^ a

なる置換を行ない，上｡の節通過率の積分式を代入すれば

　　　　　　Ｓ。･＝φexp(2°6510g2(7)・£)，=ｘ･≡φexp(2. 65 log^ べ) Ｄ″

　　　　　　　　　　　　　　ヱフ乃　　　　　　　　　　　　　　　　J7ZI

となる。従って砕製物全休の比表面積は



158 高知大学学術研究報告　　第18巻　　農　　学　　第14号

５°二万ｙｅｘｐ(265 log^ ぴ)

となり，対数確率目盛紙における分布曲線か一直線となる場合は図より求まる。２個の折線の場合

は前述の砕製物の部分の表而積計算式に上｡式を代入して

＆･＝
(ざ７ぶ)
-

Xm

£）

すなわち£）’を求めればよい。この£）´と折線の交点の筒通過率£）との差（図上｡での長さの差）

を簡単に求めるＰｏｌｅ（第９図に示す）の位置決めを藤野（3口ま提案している。従って２本の折線の

場合は図より求めた値を次式に代入することにより比表而積が算出出来る。
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　　ぶ加2

　第９図において第２回目粉砕後の砕製物の積算分布曲線より比表面を積出する実例を示してあ

る。

　（4）米粒の被粉砕性についての推論

　対数確率紙における積算分布曲線（直線）の傾斜は，粒度分布の問題としては標準偏差の対数の

逆数を表わすが実用上ある粒径の砕料を粉砕した場合に得られる砕製物の積算曲線の傾斜として考

えた場合，その傾きが大きい程，粉砕の困難なことを示し，小なる程微細な粒子が多く作られてい

る事を示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･

　第12, 13図はそれぞれ節目開き3 mm, 1. 4 mmのScreenを取り着け, 500μ来満の粒子をそ

^
　
-
^
　
＾
　
-
.
"
　
１
　
Ｉ
　
Ｔ
　
I
Ｋ

畔

が

I
＾
ａ
-
.
ｗ
　
ｌ
ｉ
Ｔ
ｍ
　
＆
Ｕ
-

戸
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第12図　普通固定盤Screen 3mm. S. feed

　部分除去量を加算した場合（数字は繰返
　し回数）

第13図　普通固定盤Screen １.４mm. S. feed

　部分除去量を加算した場合（数字は繰返し
　回数）I
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の都度除去しながら繰返し粉砕したScalped feed で，分布曲線は途中除去した微細粒を加算した

上での積算分布を示している。第14, 15図は繰返し数を増して12回としそれぞれnormal feed, 加

算scalped　feedの積算分布曲線を示す。

^
■
■
２
-
.
”
　
４
４
　
Ｔ
Ｂ
Ｔ
　
ａ
　
ｙ

　　　　　　ffi 1i　らSj’

第14図　普通固定盤Screenなし　N. feed

　　（数字は繰返し回数）

‘
Ｘ
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ヽ
４
剃
り
瓦
皿
箭

砲 哩　.^, ''

　第15図　普通固定盤Screenなし　S. feed

部分除去ｍを加算した場合（数字は繰返し回数）

　何れの場合も前述の如く，大体２本の折線で近似されると思われるが，第9～11図および第14,・

15図における如く, Screenなしの場合は繰返し数を増しても大体900μ付近で，また３ mm, 1.4

ｍｍのScreenを装着した場合でも大体700μ前後で曲線の傾斜が変化する。さらに図には現れな

いか粒径が250μ以下でも分布曲線が急傾斜になることが予想される。従って曲線は３個の折直線

の傾向を示すこととなる。これと前述の曲線の傾きに対する解釈と併せ考えるとこの形式の粉砕機

で玄米を粉砕する場合，粒径0.7～1.0mm (米粒を4～16個に分割する）とするには比較的困難で

あり，それ以下0.25～0. 35 mm前後迄の粉体は割合容易に得られるが，またそれ以下の微細粒を

得ることは再び困難になることが示されていると考えられる。この前段の困難さは玄米が丸みを帯

びて破壊されやすい角ばった箇所のないため最初の１～３回の破砕の困難によるものと考えられ，

後段の困顛さは限界比表而積に近づくための粉砕本来の困顛によるものと考えられる。なお250μ

粒径で球とみなせば比表面積は240 c�/ｃ�となり，第１報（1Jで示した限界比表面積の280c�/ｃ�

に近付いている。

　次に第9～15図何れの図においても各曲線全体としての傾斜は繰返し回数を増すに従って大とな

り，且つ曲線が上方に移行していることは微細粒の増加，すなわち粉砕効果の進んだことを示して

いるが，その間隔が次第に小となることは１回宛の効果は漸減し，特に第14図に示すnomal feed

の場合第15図と比較してこの傾向が強い。この具体的考察は後述する。

　（5）粉砕所要動力と供給流量の関係

　第１報（1゛において比較的供給量が少なく，米粒からの直接粉砕の場合は各回転数別にそれぞれ

両者が比例することを示したが２回目以後，すなわち一度米粒の形をくづされるとその関係は保た

れなくなるようである。その様子を第16図に示す。このことは形状大きさ一定な米粒からの粉砕に

際しては両者の関係が比較的簡単であるが米粉となった場合，一般粉砕所要動力同様，複雑な関係



〔
１
ダ
ー

り

140

旧　
Ｕ
ｍ
'
＾
　
：
i
１

０

ｉ
）
Ｒ
ぷ
外
友

ぜ
円

０

高知大学学術研究報告　　第18巻　　農　　学　　第14号

．-　----・

1捜 ｽﾜn-y 加
ム 放流 C)4 Ｎ

＆ ひｅ Ｑ
△ iSi 四 り
£ C鳩 Ｓ

/／

/

±1 /
44／／

　　　▲１

　　　／
　　／

　／

／

ノ1

ﾀﾞジ’　　　　a6

　　　　10D　　　　2叩　　　　了00
　　　　　　微給疵量（･･Vk*)

第16図　所要動力と供給流量の関係

　　　　　　　（数字は繰返し回数）
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第17図　繰返し回数と比表面積の関係

10

となることを示している。しかし米

粒から粉砕の場合（第１［可目］と原

点を結ぶ直線の近傍にはあり，普通

固定盤の場合やいトさい動力で粉砕

されているようである。改造固定盤

は失敗であり，衝突面はむしろ外向

きにして機内の被砕物を外周方向に

反撥させた方が有利とさえ考えられ

る。｀

　(6) Screen効果と繰返し回数

　　の関係

　粉砕操作が繰返されると代表粒径

は次第に小となり，比表面積は漸増

するがその効果は回を重ねるに従い

てい減ずることは予測され，本実験

においてもその傾向のあることを前

述したがその数量的関係を求めた。

　粉砕効果について実用上は次の両

方面から表現すべきであると考え

る。

　i）ある比表面積以上の状態であ

　　ること。

　ii）ある粒径以下のみの粉体であ

　　ること。

　1）についてはScreenの有無およ

び，その目開きの大きさ，繰返し回

数，さらにnomal feed とscalped

feedの場合，それぞれ得られた砕製

物について比表面積を求めてplot

したものが第17図である。何れの条

件の場合でも曲線はそれぞれある飽

和限界の存在を暗示しているようでScreenを装着した方が早く飽和する傾向を示しているが，こ

れは田中の限界比表面積説（ｏとも一致し，第１報（1）のScreen　目開きを小さくして達せられる限

界比表而積と繰返し回数を増すことにより達せられるそれが定性的に等しいことを示している。

　次にScreen効果であるが同図において３ mm Screen, 1回はScreenなしの６～７回，前者の

２回は後者の10～11回の繰返し粉砕結果の比表面積に等しい。1. 4 mm Screenについては１，２回

がそれぞれScreenなしの場合の７～８回，11～12回に相当している。

　ii）については例えば第13図と第15図を比較して1.４ mm Screen の場合１回で500μ未満は30

％に達するがScreenなしでは約６回が必要であり，２回の40％は約10回が必要である。　3.０ ｍｎ!

Screenにおいては第12図と第15図の比較において同粉体は25％に達し，２回で約37％に達するが

Screenなしではそれぞれ５回，９回でほぽ達せられる。第14図のnormal feed の場合はやゝ繰返

し回数が増すがi）の比表面積の場合よりやゝ少な目の傾向にある。

　何れにせよScreenの効果は繰返し回数を相当減少する効果が認められ，実用上必要性の高い装
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置であることが判明した。なおScreenを使用した場合は最初の１回で可成り限界比表面積への近

付きか急激なため繰返し効果は比較的小さい。

　（7）砕料のある粒径以下の粉体を部分除去することの効果について

　第17図において実線は部分除去しないnormal feedの場合の比表面積を示し，点線はScalped

feedの場合（部分除去したものを加算して比表面積は求める）を示す。　又０回とは米粒そのもの

の概略比表面秋である。この図によればScreenなしの場合，繰返し数を増せばある程度その効果

が集積されるが各回についての部分除去の効果は割合小さい。Screen装着の場合は可成り効果か

おり，逆に言えば細粉の存在が相当粉砕効果を妨げることを示し，機内より目的の大きさの砕製物

は早く取り出す努力をすべきであり，またScreen効果の内，部分除去の効果はこの型式では充分

でないと思われる。すなわちScreenは砕料を長く機内にとどめるという効果の方が大きいようで

ある。なお何れの場合も部分除去する粉体が500μ未満であり，これは前述のように米粉としては

難粉砕領域と考えられる部分が多いため多少，部分除去の効果が現れ難いとも考えられる。

　（8）所要動力よりみて有利に米粉を得るための一試案

　前述のように本形式による砕製物の積算粒度分布が対数正規分布であるとすれば玄米の場合，中

だるみ，すなわち中間に粉砕されやすい領域が存在すると考えられた。またScreenの部分除去効

果は比較的小さく，通路開口度をかなり小とする故砕料の必要以上の機内滞留を起し，所要動力の

増大を惹起する恐れかおる。この二つの理由から900μ迄の比較的粉砕されにくい領域の粗粉砕は

Screenなしで，大流量，小所要動力の方式で行ない，所要粒度への粉砕は目的のScreenを装着

して小流量で行なう２段方式が有利と考えられる。木方式の結果を第３表に示す。 Screen目開は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　３　　　表

１回目スクリー

ン目開き
　　　(ｍｍ)

２回目スクリー

ン目開き
　　　(ｍｍ)

　合計所要エネル

　ギー(PS･hr/short ton)

最終比表面積

　(c�/c�)

スクリーン装着
時の供給流量

　　　(kg/hr)

合計処理時間

　　　(hr/kg)・

(〉く)

C〉く)

３．０

(〉く)

1.4

c〉(J

0.8

－

3.0

－

1.4

－

0.8

－

0.6

12.2

12.3

44.8.

50.0

53.9

68.6

　39.42

122.06

112.43

147.11

145.78

149.52

151.19

355

127

108

34

24

17

15

　0.00282

　0.01069

‘0.00926

　0.03213

　0.04167

　0.06164

　0.06667

3｡0, 1.4, 0.8 mmの３種としたが何れも２段階方式の方が所要工･ネルギーは少なく，比表面積も

大差ないものが得られ，処理に要する総計時間も後者がやゝ有利と考えられる。これ等を総合すれ

ばScreen目開き3.0･ｍｍの場合は比表面積で２段階方式がやゝ有利なだけであるが，それ以下の

小さい目開きでは各項目共に有利と考えられる。従って米粉を製造する場合は粗粉砕用の流量のや

いトさいものをScreenなしで迎転し，細粉砕にはこれより大型のものに所要のScreenを装着し

て処理する方式が有利と考えられる。

　（9）改造固定盤の効果について

　Screenの効果は前述のように第一義的には砕製物の粒径制限であり，この役目は当然果されて

いるが副作用として砕料の機内滞留を引きのはして粉砕効果を高めることもあると考え，この副作

用を助ける意味で中心向けの衝突面を作ったものが改造固定盤であった。これによって粉砕効果の

向ユ1を期待したが粒径，比表面積および所要エネルギー共に悪影響を及ぼす結果となった。この理

由としては次のことが考えられる。すなわち本形式においてはScreenの闘口度が比較的小さく，

上の副作用がむしろ強すぎる傾向があったため逆効果に終ったと考えられる。むしろScreen面積
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を拡大する方法および機内砕製物をScreenの方に流すための方法を考えるべきであったと反省し

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　語

　前にもふれたように粉砕実験の困難さはその影響するfacterの多いことがその一因であると考

えて第１報における実験よりも更に単純化を目したがやはり解明し得ない現象が認められた。しか

し，ともかく玄米の粉砕現象はかなりの再現性かおり，理論的根拠は薄いが対数正規分布で取扱っ

て大差ないことも判明した。なお米粉の粗粉砕，及び微細粉の製造には他形式の粉砕機が有利では

ないかとの疑問も生じた。　又このDismembratorにおけるScreenの役目も予測通りで微細粉を

経済的に製造するためには開口度を高める必要があり，場合によっては２段階の操作が若干有利な

ことか確められた。なお頭初，比較的単純直截的と考えた本粉砕方法もやはり高速現象に共通の測

定困難な部分があるためその判断が推測に終る事項もあったことは残念である。

　頭書した如く本実験は単双曲線回転面利用の粉砕Rollerの比較Dataを得るのが目的であり，

本粉砕機による本質的な，および他砕料例えば麦，そば，大豆の粉砕実験については他日にゆず

る。　ただ後者についてはRoller型型式によるより不利になること（果皮の分離および粘質体の粉

砕である点）が予測されるので上記のRoller形の粉砕実験に着手することとする。

　なお農産物の粉砕にとどまこず粉体が複合材料の構成因子とさえ（その作用は解明されていない

が）目される（5’ようになった現在，粉砕機構の解明はますます切望されるものであり，物性論へ

の橋渡しも可能と考えられる。さらに粉砕そのものについてもその挙措は穀物自体，あるいは土埃

に対しても応用可能（6）の面があると考えられているため併せて追求したい。最後ながら本実験に

際しDataの整理，製図に関し本教室技官森田南海男君の協力を得たことを付記して謝意を表した

い。
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